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近年，分析装置はどんどん自動化が進み，測定か

らデータ処理までをコンピューターが勝手に行っ

てくれるようになりました．生産効率を重視する世

の中の流れに従ったものですが，果たしてこれが本

当にユーザーの利益に結びついているのか，と問わ

れると返答に窮します．構造が単純で，容易にその

原理や特性，操作方法が理解できる装置であれば問

題無いでしょうが，大型表面分析装置の場合はそう

はいきません．装置の自動化が進むにつれ，ハード

ウエアとソフトウエア両方のブラックスボックス

化が進み，測定中に何が起こっているのかを理解す

ることが難しくなってきたと感じます． 

 分析技術の向上には，分析装置に対する理解を

深めることが欠かせないと思います．しかし自動化

が進んだ現状では，装置を深く理解する技術者が分

析現場に不足しているように思えます． 

 そこで，皆さんに活用していただきたいのが，
この JSAです．分析装置の基礎原理から応用までを
解説した記事にあふれており，普段使っておられる

装置の理解に必ず役立つものと思います．また，装

置関係のみならず，総合的に表面分析をバックアッ

プする論文・記事が満載です．さらに，JSAで満足
できない方は，ぜひ講演会にご参加ください．そこ

で聞くベテラン分析技術者のアドバイスは，何物に

も代え難いものです． （高橋）
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